
商品情報登録に関する作業軽減
・メーカーや仕入先から、EXCELによる新商品情報と画像データをメール受信することにより、
　その情報をそのままデータベース(商品マスタ等)に反映できます！

→新商品の登録や既存商品の修正といった商品マスタのメンテナンスに係わる膨大作業が
大幅に軽減され、事務作業の効率化が図れます。

・単品商品を複数商品単位にグループ化することが出来ます。
→共通情報は単品毎の登録ではなくグループ単位に登録可能であるため、さらに事務作業の

軽減ができます。

新ＩＴ技術に対応する基盤整備
・画像情報もデータベース化することにより、商品企画会議のデジタル化や、今後のデジタルサイネージ
　/デジタルカタログ/スマートフォンといった新ＩＴ技術を使った拡販戦略の情報基盤が整備できます。
・既登録商品の画像だけの新規登録や、商品画像の差し替え等が可能です。

内部統制機能の強化
・ワークフロー機能を有しており、権限に応じた認可・承認の運用が適用可能です。
・アクセスログや改修ログがトレースできます。

日々追加・変更が生じる取扱商品のマスターメンテナンス業務は、タイムリーな情報管理を要求されています。
しかし、管理すべき情報量は膨大であるが、それをメンテする人材として商品管理担当を専任雇用するほど
コストを掛けられないのが実情だと言えます。
当製品は、情報収集からメンテナンス・管理の効率向上を目指したものです。

特長

システム構成図

商品情報メール受信システム



画面 ログイン画面 帳票 商品管理カード（グループ単位）
画面 メニュー 画面 表示項目選択画面
画面 画像表示 画面 仕入先マスタ検索画面
画面 単品商品追加 画面 メーカーマスタ検索画面
画面 メール新着一覧 画面 商品詳細説明入力
画面 商品編集
画面 商品グループ登録（新規）
画面 既存商品更新
画面 更新情報確認 (単品商品確認)
画面 商品閲覧
画面 商品グループ登録（既存商品）
画面 拡張情報登録
画面 申請内容確認
画面 商品グループ登録（申請）
画面 利用者管理
画面 利用履歴参照
画面 商品情報連携（CSV出力）
バッチ 商品情報連携（CSV取込）
バッチ CSV出力（基幹）
シェル 基幹連携（基幹→連携）

１．導入効果が考えられる背景

・商品を単品管理している。単品管理する必要がある。

・商品と画像を一括管理している。一括管理する必要がある。

・商品の入れ替わりが激しい

・商品管理担当者が少ない。専任者を雇用していない。

・商品取扱に関する社内決裁会議が紙ベースで実施されている。

商品情報連携システム

機能一覧

その他(事例・関連情報他)

稼動条件

Windows Server 2008R2
Microsoft .NET Framework Version 4.0
Internet Information Service 7.0
Oracle11g
※メール環境は既設の環境を利用可能

Windows XP/Windows Vista/Windows 7
Microsoft .NET Framework Version 4.0 および各日本語Language Pack JP
Windows Installer 3.1またはそれ以降
IE 6.0以降

【サーバ】

【クライアント】



ご提供価格

【製品価格】
　①受信システム基本機能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300,000円
　②受信システム登録シート定義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200,000円/定義
　③商品連携システム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,000,000円～
　　商品管理項目数やワークフローの内容・経路により見積します。
　④年間サポート費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　150,000円～/年

　※ＯＳ・データベース費用は含まれていません。
　※メール環境は既設の環境を利用します。
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